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   審 査 担 当 者  副査 教 授  友 清  淳 

副査 特任教授  菅 谷  勉 

副査 助 教  中 西  康 
 
 

学 位 論 文 題 名 

リン酸化プルラン含有 MTAの逆根管充填における封鎖性と 

歯根端切除術後の治癒に対する有効性 

 

 

 審査は，審査担当者全員の出席の下，公聴会形式で行われた．申請者より提出論

文の概要の説明が行われ，審査担当者が提出論文の内容および関連した学問分野

について口頭により試問する形式で行われた． 

 

歯根端切除術で使用される逆根管充填材は，生体親和性が高く抗菌性や硬組織

誘導能があることから，Mineral trioxide aggregate(MTA)セメントが世界的にゴ

ールドスタンダードになっている．しかし，硬化時間が長く，水分で流出したり内

部で孔隙形成が生じたりすることがある．さらに，脆性が高いため操作性が悪く，

時間経過で性状が変化することも課題である．また，歯質接着性がないため，封鎖

性を得るためには逆根管充填窩洞の深さが 3 ㎜必要とされている．一方，リン酸

化プルラン含有 MTA シーラーは水が湿潤した状態でも象牙質への接着性があり，

水分量を減らすとパテ状にできるため，逆根管充填への操作性が向上すると考え

られる．そこで本研究は，パテ状にした PPL 含有 MTA シーラーの封鎖性と根尖性

歯周炎の治癒促進効果を検討した． 

まず，ヒト抜去歯を用いて根尖 3 mmを切除し，1 mmまたは 3 mmの逆根管充填

窩洞を形成した．従来型 MTA セメントを充填する MTA 群，パテ状の PPL 含有 MTA

シーラーを充填する PPL-MTA 群，何も充填しない Control 群の 3 群を設定し，そ

れぞれ逆根管充填を行った．硬化後に根管内をメチレンブルーで満たして仮封し，

1～21日後に根尖から漏洩した色素量を計測した．その結果，逆根管充填材の長さ

が 1 mmの MTA群は最も漏洩量が多く，1 mm の PPL-MTAより有意(p < 0.001)に大

きい値を示した．PPL-MTA群の 1 mmと 3 mm はいずれも漏洩量はきわめて少なく，
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3 mm の MTA群と同程度であり，各群間に有意差(p > 0.05)はなかった． 

次に，ビーグル犬の前臼歯の髄腔内にプラーク懸濁液を滴下して仮封し，根尖性

歯周炎を作製，歯根端切除術と逆根管充填を行った．術後 4週および 16週でデン

タルエックス線画像と組織標本を用いて骨欠損面積，炎症状態，根尖部の硬組織形

成状態を評価した．その結果，MTA群，PPL-MTA群では骨欠損が縮小し，エックス

線画像による改善率は，MTA 群，PPL-MTA 群のいずれも逆根管充填しなかった

Control群より有意（p < 0.05）に高かったが，両群間に有意差(p > 0.05)はなか

った．16週後の組織学的評価では， MTA群と PPL-MTA群は骨欠損内に成熟した骨

が広く観察され，骨欠損の大きさは Control群に比較して有意（p < 0.05）に小

さかったが，MTA群と PPL-MTA群の間に有意差（p > 0.05）はなかった．また，両

群ともセメント質様硬組織形成が認められ，その長さは両群間に有意差(p > 0.05)

はなかった．このことから PPL-MTA は MTAと同等の生体親和性や硬組織誘導能を

有すると考えられた．骨欠損面積と逆根管充填材料の長さの関係を解析した結果，

MTA群では 2mm以下になると骨欠損面積が大きくなり，PPL-MTA 群では長さの影響

は MTA群より小さい傾向がみられたが，両群間に有意差(p > 0.05)はなかった． 

以上の結果から，PPL-MTAはとくに逆根管充填窩洞形成が制限される症例などで

有用な材料になることが示唆された． 

 

審査者から以下のような質問がなされた． 

1. PPL-MTAシーラーの組成と各成分の量およびCa溶出量への影響 

2. PPL-MTAの根管壁との接着 

3. 逆根管充填材の長さを1 mmと3 mmに規格化する方法 

4. 動物実験で逆根管充填材の長さの両群における等分散性 

5. 根管口からの色素漏洩量 

6. PPL-MTAの硬化時間 

7. PPL-MTAの経時的なpHの変化 

8. PPL-MTAがMTAに比べて早期の炎症が限局的であった理由 

9. 長期的な予後の研究方法 

10. PPL-MTAの操作性でさらに改良すべき点 

11. PPL-MTAの器具離れ 

 

これらの質問に対して，申請者は適切な説明によって回答し，本研究の内容を中

心とした専門分野はもとより，関連分野について十分な理解と学識を有している

ことが確認された．本研究の内容は，歯科医学の発展に十分貢献するものであり，

審査担当者全員は，学位申請者が博士 (歯学) の学位を授与されるに値するもの

と認めた． 


